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こ
れ
ま
で
手
付
か
ず
だ
っ
た
営
農
再
開
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
８
月
20
日
、
避
難
指

示
解
除
後
の
営
農
再
開
に
向
け
て
仙
台
市
の

農
業
生
産
法
人
「
㈱
舞
台
フ
ァ
ー
ム
」（
針

生
信
夫
社
長
）
と
い
わ
き
事
務
所
に
お
い
て

農
業
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
㈱
舞
台
フ
ァ
ー
ム
は
、
こ
れ
ま
で
ド

ロ
ー
ン
や
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
生

か
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
、
パ
ッ
ク
ラ

イ
ス
の
販
売
等
で
知
ら
れ
る
生
活
用
品
の

大
手
「
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
」
を
通
じ
た
販

路
の
確
保
な
ど
南
相
馬
市
や
浪
江
町
な
ど
、

津
波
や
原
発
事
故
被
災
地
で
農
業
再
生
の

支
援
を
し
て
い
る
実
績
の
あ
る
企
業
で
す
。

針
生
社
長
か
ら
は
「
原
発
に
近
く
、
避
難
市

町
村
の
中
で
も
農
業
再
生
が
も
っ
と
も
遅

れ
て
い
る
双
葉
町
の
課
題
解
決
の
た
め
に

自
動
化
や
遠
隔
操
作
に
よ
り
農
業
経
験
が

な
い
人
で
も
低
コ
ス
ト
で
お
い
し
い
米
が

作
れ
る
技
術
を
活
用
し
、
町
民
や
企
業
の

社
員
な
ど
町
を
挙
げ
て
農
業
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
で
新
た
な
担
い
手
を
発
掘
し
て
い

き
た
い
。
放
射
線
を
し
っ
か
り
管
理
し
、
米

作
り
に
関
わ
る
数
値
な
ど
を
開
示
し
な
が
ら

安
全
安
心
の
農
業
を
実
現
し
た
い
」
と
の
心

強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
で
は

今
後
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
も
連
携
し
な

が
ら
営
農
再
開
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
今
年
度
中
に

策
定
し
、
町
の
農
業
の
方
向
性
を
決
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

９
月
２
日
に
は
、
東
日
本
大
震
災
後
初
の

取
り
組
み
と
し
て
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区

域
で
あ
る
両
竹
地
区
で
双
葉
町
農
地
保
全
管

理
組
合
等
に
よ
る
野
菜
の
出
荷
制
限
解
除
に

向
け
た
試
験
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。
地
区

内
３
カ
所
の
約
６
ア
ー
ル
の
ほ
場
で
キ
ャ
ベ

ツ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
コ
マ
ツ
ナ
な
ど
５
品

目
の
苗
の
植
え
付
け
や
種
を
蒔
き
ま
し
た
。

収
穫
後
に
は
、
県
に
よ
り
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
が
国
の
基
準
値
を
十
分
に
下
回
っ
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
双
葉

町
で
も
、
営
農
再
開
に
向
け
て
一
歩
前
進
し

た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

10
月
12
日
に
は
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
お
い

て
、
ふ
た
ば
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
９
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
練
習
し
な
く

と
も
参
加
で
き
る
簡
単
な
競
技
を
行
い
、
町

民
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
震
災
前
に
行
わ
れ
て

い
た
町
民
体
育
祭
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
体

を
動
か
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
11
月
７
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

の
期
間
に
県
内
外
11
会
場
に
お
い
て
町
政
懇

談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
町
政
懇

談
会
で
は
、
双
葉
町
の
復
興
状
況
や
来
春
の

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周

辺
の
一
部
区
域
の
避
難
指
示
解
除
を
目
標
と

し
て
い
る
取
組
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明

す
る
予
定
で
す
。
そ
し
て
、
広
く
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
拝
聴
し
、
町
政
に
反
映

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
近
く
の
会
場
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

寒
さ
に
向
か
う
時
節
で
す
の
で
、
健
康
管
理

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

○復興庁「住民意向調査」問い合わせセンター
　［設置期間：９月２５日（水）～１０月８日（火） 平日１０時～１７時］

○福島県　避難地域復興局　生活拠点課

○双葉町　復興推進課
☎ 0120－912－958 ☎ 024－521－8617

☎ 0246－84－5203

　今後の生活設計や帰還意向について、皆さまのお考
えを把握するため、復興庁、福島県との共同で住民意
向調査を実施しています。
　この調査では、ご意向と併せて、国、福島県及び町
へのご意見やご要望をお伺いします。皆さまのご意向
やいただいたご意見、ご要望は、今後の施策を進める
ための基礎資料として活用させていただきます。

 調査票は、各世帯（分散
避難されてる場合はそれ
ぞれの世帯）の代表者に
お送りしています。

　現在、町は２０２２年春頃の帰還開始を目標に取り組
んでおり、皆さまの帰還の意向についても意見をいた
だきたいと考えています。
　発送しました調査票がお手元に届きましたら１０月
８日（火）までにご回答をお願いします。
　多くの町民の皆さまの声を反映した “ 町民一人一人
の復興 ” と “ 町の復興 ” が進められますよう、調査へ
のご協力をお願いいたします。

住民意向調査を実施しています

同封の返信用封筒に入れて、 １０月８日 （火）

までに郵便ポストに投函してください。

（切手は不要です）

皆さまの

お考えを

お聞かせ

ください

ふたばで、
ふたたび。

町への帰還を町への帰還をどのようにお考えですかどのようにお考えですか？

問い合わせ先 調査の趣旨、記入方法については

町への帰還をどのようにお考えですか？
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【問い合わせ先】　産業課　商工労政係　 ☎ ０２４６－８４－５２１４

　毎年年末に、町民の皆さまへ配送しており
ます生活物資につきまして、今年も避難世帯
ごとに「ゆうパック」にて１２月中の配送を
予定しております。
　原則として、お届け先は町に届出のある避
難先にしているところですが、例年「保管期
間満了」や「あて所なし」で多くの生活物資
が戻ってきております。
　このようなことから、今年度も昨年度と同

様に７月に往復はがきにより実施した生活物
資支援意向確認でご希望のあった世帯にのみ
配送いたします。
　なお、意向確認の回答ハガキを出し忘れて
いる方は、１０月１５日までにハガキを出し
ていただくか、または問い合わせ先までご連
絡ください。（１０月１５日以降は受付いたし
ません）

生活物資支援事業のお知らせ

（株）舞台ファームと農業に関する包括連携協定を締結しました
～ 農業再生に向けて ～

　８月２０日、双葉町いわき事務所において仙台
市の農業生産法人（株）舞台ファームと農業に関
する包括連携協定を締結しました。
　この包括連携協定締結により、（株）舞台ファー
ムと協働し、今年度中に営農再開ビジョン策定に着
手し、担い手育成や最新鋭の農業技術の導入など、
双葉町の農業の再生・新興に取り組んでまいります。
　協定締結式で（株）舞台ファームの針生信夫代
表取締役は「双葉町の農業再生への第一歩なので
責任を持って取り組んでいきたい」と抱負を述べ
られ、伊澤史朗町長は「双葉町を開拓した先人
に倣

なら

い、あきらめずに取り組んでいきたい。（株）
舞台ファームの経験や技術をお借りして、今ま
でにない形の農業を進めていきたい」と期待を
込めました。

　９月２日、避難指示解除準備区域に指定されてい
る両竹地区で、双葉町農地保全管理組合のメンバー
等により試験栽培の野菜の作付が行われました。今
回、作付したのはコマツナ、ホウレンソウ、キャベ
ツ、ブロッコリー、カブの５品目です。両竹地区内
の３カ所に５品目ずつ作付されており、１０月下旬
から１１月中旬に収穫し、放射性セシウム濃度を測
定する予定です。

両竹地区で試験栽培開始
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　町民の皆さまにおかれましては、東日本大震災並びに東京電力福島第一原子力発電所の事故から８年
６カ月が経過した今も、将来への様々な不安を抱えながら、避難生活を送られていることと存じます。
　このような中、双葉町は、町の復旧・復興と町民皆さまの生活再建などの課題に全力を挙げて取り組
んでいるところであります。
　今回、町政全般について、町民皆さまの率直なご意見や要望等をお伺いしたく、下記のとおり町政懇
談会を開催いたしますので、ご出席くださいますようお願いいたします。

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

月　日 時　間 場　　　　　所

11 月　7日（木） 14:00 ～ 16:00 いわき市
いわき市中央公民館　１階（大講議室）
いわき市平字堂根町１－４
☎０２４６－２２－５４３１

11 月　8日（金）

10:00 ～ 12:00 南相馬市
南相馬市民文化会館ゆめはっと　１階（多目的ホール）
南相馬市原町区本町２丁目２８番地の１
☎０２４４－２５－２７６１

15:00 ～ 17:00
宮城県
仙台市

ＴＫＰ仙台南町通カンファレンスセンター　７階－７Ｃ
宮城県仙台市青葉区中央３丁目６－１０仙台南町通ビル
☎０２２－２００－２６１７　　
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

11 月　9日（土） 10:00 ～ 12:00 福島市
福島県青少年会館　２階（大研修室）
福島市黒岩字田部屋５３番５号
☎０２４－５４６－８３１１

11 月 15 日（金）

10:00 ～ 12:00
埼玉県
加須市

キャッスルきさい　１階（多目的室）
埼玉県加須市根古屋６３３番地１０
☎０４８０－７３－３１０１

15:00 ～ 17:00
茨城県
つくば市

つくば研究支援センター　２階（研修室Ａ）
茨城県つくば市千現２－１－６
☎０２９－８５８－６０００　
※無料の専用駐車場と会場が400ｍ程度離れています。

11 月 16 日（土） 10:00 ～ 12:00 東京都

全国町村会館　２階（第２会議室）
東京都千代田区永田町１丁目１１－３５
☎０３－３５８１－０４７１
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

11 月 20 日（水） 14:00 ～ 16:00 白河市
白河市図書館地域交流会議室　１階（中会議室１．２）
白河市道場小路９６－５
☎０２４８－２３－３２５０　　　　　　

11 月 21 日（木） 10:00 ～ 12:00 郡山市
南東北総合卸センター　２階（中会議室）
郡山市喜久田町卸１丁目１－１
☎０２４－９５９－６００１　　　　　　　

11 月 22 日（金） 10:00 ～ 12:00
新潟県
柏崎市

柏崎市産業文化会館　２階（第２会議室）
新潟県柏崎市駅前２丁目２番４５号
☎０２５７－２４－７６３３

11 月 30 日（土） 10:00 ～ 12:00 いわき市
復興公営住宅勿来酒井団地（集会所）
いわき市勿来町酒井青柳８－２
☎０２４６－８４－５２０２（秘書広報課）

令和元年度　町政懇談会開催のお知らせ
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７
月
７
日
、
広
野
町
・
楢
葉
町
に

お
い
て
、
令
和
元
年
度
双
葉
郡
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
双
葉
町
か
ら
は
、野
球
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
そ
し
て
新
競
技
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た

が
、
当
日
は
雨
の
影
響
に
よ
り
３
種

目
の
競
技
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

双
葉
町
チ
ー
ム
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
優
勝
、

剣
道
は
２
回
戦
進
出
と
見
事
な
成
績

を
収
め
、
選
手
の
皆
さ
ん
の
力
強
い

プ
レ
ー
に
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

６
月
14
日
、
令
和
２
年
度
国
の
概

算
要
求
に
向
け
た
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
特
に
、
令
和
元
年
度
末
及

び
令
和
４
年
春
の
避
難
指
示
解
除
目

第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

６
月
定
例
会
以
降
の 行 

政 

報 

告

　

７
月
13
日
、
14
日
に
は
、
栃
木
県

那
須
町
に
お
い
て
、
将
来
の
双
葉
町

を
担
う
小
・
中
・
高
校
生
の
再
会
の

機
会
を
持
ち
、
児
童
生
徒
同
士
や
保

護
者
同
士
の
心
の
つ
な
が
り
と
交

流
、
絆
の
維
持
の
た
め
「
集
ま
れ
！

ふ
た
ば
っ
子
２
０
１
９
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
多
数
の
小
・
中
・

高
校
生
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、那
須
り
ん
ど
う
湖
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー

で
体
験
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
を
対
象
に
双
葉
町

出
身
の
料
理
研
究
家
・
伊
藤
政
彦
さ

ん
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
双
葉　

食
べ

標
の
確
実
な
実
現
、
被
害
実
態
に
即

し
た
賠
償
の
実
施
、
高
速
道
路
の
無

料
措
置
の
一
括
延
長
と
医
療
費
一
部

負
担
金
等
の
免
除
な
ど
の
生
活
再
建

支
援
の
継
続
に
加
え
て
、
復
興
財
源

と
国
の
支
援
体
制
の
長
期
的
な
確
保

な
ど
の
７
項
目
の
最
重
点
課
題
に
つ

い
て
、
復
興
庁
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
省
庁
へ
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

行
政
報
告

－

集
ま
れ
！ 

ふ
た
ば
っ
子２０

１
９

－

－

国
へ
の
要
望
活
動

－

－

双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

－
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も
の
語
り
」
と
題
し
た
教
育
講
演
会

が
行
わ
れ
、
料
理
の
実
演
な
ど
も
交

え
、
幼
少
時
代
に
味
わ
っ
た
料
理
の

話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
閉
会
式
で
は
、
町
婦
人

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
ふ
た
ば
音

頭
」
の
実
演
と
踊
り
の
指
導
を
受

け
、
参
加
者
一
同
が
輪
に
な
っ
て
踊

り
、
楽
し
い
交
流
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

７
月
27
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
相

馬
野
馬
追
」
が
南
相
馬
市
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続

－

相
馬
野
馬
追

－

き
、
浪
江
町
内
で
標
葉
郷
の
出
陣
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
双
葉
町
騎
馬
会

か
ら
は
６
騎
の
騎
馬
武
者
が
標
葉
郷

か
ら
出
陣
し
、
五
郷
の
騎
馬
武
者
と

と
も
に
雲
雀
ヶ
原
祭
場
地
に
向
け
て

進
軍
し
、
甲
冑
競
馬
、
神
旗
争
奪
戦

な
ど
に
参
加
し
、
無
事
に
凱
旋
い
た

し
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で
の

７
日
間
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で「
双

葉
町
生
徒
海
外
派
遣
事
業
」
を
実
施

し
、
高
校
生
１
名
、
中
学
生
９
名
の

計
10
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
現
地
中
学
校
で
の
交
流
授
業
を

通
し
て
生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
を
体

験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
羊
産
業
や
大

自
然
に
触
れ
た
ほ
か
、
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
博
物
館
や

戦
争
記
念
館
を

視
察
す
る
な
ど

歴
史
文
化
を
学

び
、
見
聞
を
広

め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

７
月
31
日
、
双
葉
町
放
射
線
量
等

検
証
委
員
会
か
ら
、
検
証
委
員
会
に

お
け
る
検
証
結
果
の
中
間
報
告
が
町

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
検
証
委
員
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
４
回
の
審
議
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
来
年
春
の

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
及
び
Ｊ
Ｒ

双
葉
駅
周
辺
等
の
一
部
区
域
の
避
難

指
示
解
除
な
ど
に
向
け
、
引
き
続
き

放
射
線
量
等
の
検
証
を
続
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

８
月
20
日
、
い
わ
き
事
務
所
に
お

い
て
、
宮
城
県
仙
台
市
の
株
式
会
社

舞
台
フ
ァ
ー
ム
と
農
業
の
再
生
・
新

興
等
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
締
結

式
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
舞
台

フ
ァ
ー
ム
と
の
協
働
に
よ
り
、
双
葉

－

放
射
線
量
等
検
証
委
員
会

－

－

包
括
連
携
協
定
締
結
式

－

－

生
徒
海
外
派
遣
事
業

－
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町
の
大
切
な
産
業
で
あ
る
農
業
の

復
興
・
創
造
を
目
指
し
、
地
元
農
業

者
と
の
連
携
や
新
た
な
販
路
確
保
、

担
い
手
の
育
成
等
に
関
し
て
、
さ
ら

な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

９
月
１
日
、
相
馬
市
・
新
地
町
に

お
い
て
、
第
72
回
福
島
県
総
合
体
育

大
会
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
相
双
地
域

大
会
が
開
催
さ
れ
、
双
葉
町
か
ら

は
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
９
人
制

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の

競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

暑
い
気
温
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
選
手
た
ち
の
元
気
あ
ふ
れ
る
プ

レ
ー
で
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
ブ

ロ
ッ
ク
準
優
勝
、
９
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
が
第
３
位
、
震
災
後
初
出
場

の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
ブ
ロ
ッ
ク
準
優

勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　

帰
還
困
難
区
域
に
お
け
る
県
道
35

号
い
わ
き
浪
江
線
及
び
国
道
２
８
８

号
の
特
別
通
過
交
通
に
つ
い
て
は
、

国
と
関
係
自
治
体
等
と
の
調
整
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
９
月
５
日
12
時

よ
り
、
本
町
内
の
区
間
も
車
両
通
行

証
な
し
で
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
国
道
６
号
の
迂
回

路
が
確
保
さ
れ
、
国
道
６
号
や
常
磐

自
動
車
道
と
合
わ
せ
て
、
浜
通
り
の

南
北
の
基
幹
道
路
が
つ
な
が
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

－

県
道
35
号
い
わ
き
浪
江
線
の

自
由
通
行
化

－

－

県
民
ス
ポ
ー
ツ
相
双
地
域
大
会

－

双葉町測定の空間線量率の確認方法について
～ 双葉町公式ホームページから ～

１

２

❶ 放射線量モニタリン
グ情報の中の「福島県
内市町村独自調査測定
マップ」をクリック

５

❺カーソルを
　 ２０１９年７月に合わ
せる（現時点で最新）

・ この状態でⒸで表示されているのが、双葉町が
測定した空間線量率の測定結果です。
・ 令和元年度は５月・７月・１０月・１２月・２月
の５回測定予定です。

３

４

❸ 市町村のボックスの右
側の▼をクリックして
双葉町を選んで

❹ 検索をクリック

❷  福島県
　  空間線量率測定結果の
　 タブを選んで
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※ ６月３０日以前に双葉町から転出された方、及
び７月３１日以降に双葉町へ転入された方は、
双葉町では投票はできませんので、旧住所地の
選挙管理委員会へご確認ください。

日本国民で、満１８歳以上の方（平成１３年
（２００１年）１１月１１日までに生まれた方）
令和元年７月３０日までに双葉町に転入届
を提出し、引き続き双葉町に住民登録をさ
れている方

　投票日当日、投票できない方は期日前投票で投票
できます。期日前投票所は次のとおりです。

・

・

■投票できる方 ■期日前投票

　福島県議会議員一般選挙が、令和元年１０月３１日（木）告示、令和元年１１月１０日（日）投票で
行われます。皆さんの声を県政に生かす大切な選挙ですので、棄権しないで投票しましょう。

期日前投票所の
名称

期日前投票所を
設ける期間

双葉町いわき事務所
（１階中会議室）

１１月１日（金）～９日（土）
 午前８時３０分 ～ 午後８時

双葉町郡山支所
（１階会議室）

１１月１日（金）～３日（日）、
９日（土）
 午前９時 ～ 午後５時

双葉町埼玉支所
（３階３０３会議室）

１１月６日（水）～９日（土）
 午前９時 ～ 午後５時

復興公営住宅
勿来酒井団地
（集会所）

１１月２日（土）
 午前１０時 ～ 午後４時

いわき市平体育館
（会議室１）

１１月４日（月・振替休日）
 午前１０時 ～ 午後４時

原町生涯学習センター
「サンライフ南相馬」

（集会室）

１１月６日（水）
 午前１０時 ～ 午後４時

福島県青少年会館
（第５研修室）

１１月７日（木）
 午前１０時 ～ 午後４時

白河市総合運動公園
陸上競技場
（事務室）

１１月８日（金）
 午前１０時 ～ 午後４時

【問い合わせ先】 双葉町選挙管理委員会（双葉町いわき事務所総務課内） ☎０２４６－８４－５２０１

○全国各地に避難されている皆さまへ
　全国の市区町村の選挙管理委員会で『不在
者投票』を行うことができます。
　投票方法及び請求用紙につきましては、１０
月中旬頃に郵送の「選挙のお知らせ」をご確
認ください。

※ 上記の各投票所（右記の期日前投票所含む）で
投票できる方は不在者投票の請求はしないでく
ださい。請求してからでは、期日前投票所や当
日投票所で投票できなくなる恐れがあります。

■投票所
　１１月１０日（日）の投票は次の３カ所で
行うことができます。

双葉町いわき事務所（１階中会議室）
投票時間　午前７時から午後７時
双葉町郡山支所（１階会議室）
投票時間　午前７時から午後５時
双葉町埼玉支所（３階３０３会議室）
投票時間　午前７時から午後５時

・
　
・
　
・

※ いわき事務所と埼玉支所・郡山支所は投票終了
時間が異なりますので、ご注意ください。

※ 会津地方及び猪苗代地方、その他の地域に避難
されていて、各投票所（期日前投票所含む）に
行けない方につきましては、誠に申し訳ありま
せんが、避難先の市町村で投票ができる『不在
者投票』をご利用ください。

第１９回 福島県議会議員一般選挙の投票日です第１９回 福島県議会議員一般選挙の投票日です
１１１１月１０１０日（日）は日（日）は

大事な投票、忘れずに！

１１１１月１０１０日（日）は日（日）は１１月１０日（日）は
第１９回 福島県議会議員一般選挙の投票日です第１９回 福島県議会議員一般選挙の投票日です第１９回 福島県議会議員一般選挙の投票日です

8広報ふたば 令和元年１０月



行政相談委員による相談所を開設します
　１０月７日（月）から１３日（日）までの一週間は「行政相談週間」です。
　行政相談は、役所（国、県及び市町村）などの仕事に関して、苦情
や困っていること、心配なこと、要望したいことなどについて相談に
応じ、その解決をお手伝いするものです。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

日　時：１０月１０日（木）
　　　　午前１０時３０分から午後３時３０分まで
場　所：郡山市総合福祉センター
　　　　（郡山市朝日一丁目２９－９　郡山市役所裏）

日　時：１０月３０日（水）
　　　　正午から午後４時まで
場　所：原町生涯学習センター
　　　　（南相馬市原町区小川町３２２－１）

【参加予定機関】
法務局、国税局税務相談室、労働局、国道事務所、運輸支
局、年金事務所、環境再生プラザ、福島県警察本部、郡山市、
福島県弁護士会、福島県司法書士会、東京電力ホールディ
ングス（株）、行政相談委員、行政監視行政相談センター

【参加予定機関】
福島県、南相馬市、福島県司法書士会、東北税理士会、人権
擁護委員、行政相談委員、行政監視行政相談センター

※ 要予約の相談もありますので、詳しくは下記問い合わせ
先にお問い合わせください。

一日合同行政相談所を開設します 暮らしの困りごと無料相談会を実施します

◆ 行政相談所の開催：日 時
　 　　　　　　　　　場 所

１０月１１日（金）午後１時～午後４時
双葉町いわき事務所　１階　多目的ルーム　
行政相談委員：山本一弥さん（石熊）

　８月２３日、（株）アイライフ様（代表取締役　中林幸一
様）より、第９回東日本大震災復興支援チャリティーコン
サートの収益金等を義援金としていただきました。
　（株）アイライフ様からは、平成２３年から毎年ご支援
をいただいております。

【連絡先】

【問い合わせ先】

山本　一弥

総務省福島行政監視行政相談センター

☎０９０－４８８４－０７５３

☎０５７０－０９０－１１０

行政監視行政相談センターで実施すること

温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます

毎月皆さまにお届けしている広報ふたばの概要を、ニュース番組形式の動画で配信しています。

ふたばアプリから見る場合
ふたばチャンネルのボタンをクリック。

パソコン・スマートフォンから見る場合
町公式ホームページＴＯＰ画面から「広報ふたば」
のボタンをクリック。

町公式ホームページＴＯＰ画面から「双葉町公式
チャンネル（YouTube）」のボタンをクリック。

もしくは

広報ふたばダイジェスト広報ふたばダイジェスト広報ふたばダイジェスト

温かいご支援をありがとうございます

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２
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区　　分
申込者数 第１次試験受験者数 第１次試験合格者数 最終合格者数 採用者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
行　政　職 18 4 22 17 4 21 11 3 14 8 2 10 6 2 8
土　木　職 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合　　　計 19 4 23 18 4 22 11 3 14 8 2 10 6 2 8

定年退職 普通退職 死亡退職 懲戒免職 計
人      数 1 5 0 0 6

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30 年度
一般行政職 95.5 95.7 95.1 92.5

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休息時間 休憩時間

38時間45分 8：30 17：15 廃止 12：00～13：00

区　　分 職員数 対前年
増減数部　　門 平成30年 平成31年

一般行政

議 会 2 2 0
総 務 44 45 1
税 務 5 5 0
農林水産 3 4 1
商 工 2 2 0
土 木 14 13 ▲ 1
民 生 5 6 1
衛 生 5 4 ▲ 1
計 80 81 1

教　　育 9 11 2
一般行政＋教育 89 92 3

特別会計
下 水 道 1 1 0
そ の 他 4 4 0
計 5 5 0

合　　計 94 97 3

年　度 時間外・休日勤務総時間 職員一人あたりの平均時間
平成30年度 １０，９８６時間 １３３時間
平成29年度 １０，７５３時間 １３８時間

男　性 女　性
新たに育児休業を取得した者 0 1
前年度から引き続いている者 0 0

年　度 総付与日数（日） 総使用日数（日） 全対象職員数（人） 平均使用日数（日） 取得率（%）
平成30年度 2,580 865 77 11.2 33.5%
平成29年度 2,414 625 66 　9.5 25.9%

処　分　事　由 降任 免職 休職 降給 計
勤務実績が良くない場合 0 0 0 0 0
心身の故障の場合 0 0 0 0 0
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0
職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0
刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0

処　分　事　由 戒告 減給 停職 免職 訓告 厳重注意 計
法令、条例等に違反した場合 0 0 0 0 0 0 0
職務上の義務に違反し、又は職務を怠つた場合 0 0 0 0 0 0 0
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 0 0 0 0 0 0 0

１．職員の任免及び職員数に関する状況

２．職員の勤務時間、勤務条件及び服務の状況

３．職員の分限及び懲戒処分の状況

（２）職員の退職の状況

（５）国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数）の状況

（４）部門別職員数の状況

（１）採用候補者試験・職員選考の実施状況（平成 30年度実施）

（平成 30年 4月 1日～平成 31 年 3月 31 日）

（１）職員の勤務時間（平成 30年 4月 1日現在）＜標準的なもの＞

（注）「ラスパイレス指数」は、国家公務員の給料を１００とした場合の町職員の給与水準を示したものです。

（注）地方公務員法第 28 条第 1項及び第 2項

（注）地方公務員法第 29 条第 1項

（注）定員管理調査における職員数です。

（注）特別職、管理職は除く。

（各年 4月 1日現在）

（３）時間外勤務及び休日勤務等の状況（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

（２）年次有給休暇の取得状況（平成30年1月1日～平成30年 12月 31日）

（単位：人）

部　　局 定　　数 職  員  数 差　　引
町長事務部局 84 83 ▲ 1
議会事務部局 2 2 0
農業委員会事務部局 　1（3） 　1（3） 0
教育委員会事務部局 15 11 ▲ 4
選挙管理委員会事務部局 （3） （3） （0）
監査委員事務部局 （2） （2） （0）

合　　計 102 97 ▲ 5
（8） （8） （0）

（３）職員の定数の状況（平成 31年 4月 1日現在）

（注）（　）内は兼務職員数です。

（単位：人）

（単位：人）

（４）育児休業の状況（平成 30年 4月 1日～平成 31 年 3月 31 日）（単位：人）

（１）分限処分者数（平成 30年 4月 1日～平成 31 年 3月 31 日）　 （単位：人）

（２）懲戒処分者数（平成 30年 4月 1日～平成 31 年 3月 31 日）　 （単位：人）

双葉町の人事行政の運営等の状況の公表
双葉町における「人事行政の運営等の状況」を条例に基づきお知らせいたします。
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【問い合わせ先】 双葉町いわき事務所　総務課行政係 ☎０２４６－８４－５２０１

５．職員の研修状況

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

４．職員の服務の状況

（１）健康診断の状況

（平成 30年 4月 1日～平成 31 年 3月 31 日）

（平成 30 年 4月 1日～平成 31 年 3月 31 日）

（２）職員健康増進事業（平成 30年度分）

（平成 30 年 4月 1日～平成 31 年 3月 31 日） （単位：人）

研　修　・　講　座　名 研修場所（主催） 実施年月 実施日数 受講者数

新規採用職員前期研修 ふくしま自治研修センター 平成３０年   ４月～   ６月 ５日 ４名

新規採用職員後期研修 ふくしま自治研修センター 平成３０年１０月～１２月 ５日 ４名

新任係長研修 ふくしま自治研修センター 平成３０年   ６月～   ９月 ３日 １名

新任課長研修 ふくしま自治研修センター 平成３０年   ７月～   ８月 ２日 ４名

人事評価講座 ふくしま自治研修センター 平成３０年   ５月 １日 １名

健康診断の種類 受診者数（人） 健康診断の種類 受診者数（人）

胃がん 66 腹囲測定 144

血圧測定 158 聴力検査 145

心電図検診 145 前立腺がん検診 51

眼底検査 143 人間ドック 41

尿検査 158 脳ドック 22

大腸がん検診 123 子宮がん予防検診 29

血液検査 158 乳がん予防検診 30

胸部Ｘ線検査 158 延べ受診者数 1，571

事　業　名　称 受診者数・受講者数

ストレスチェック（計２回） 全職員

個別面談（計２回） 全職員

市町村派遣職員等メンタルヘルス研修 １３名

区　分 内　　　容 地方公務員法 違反者数

服務の宣誓 職員は、条例の定めるところにより、服務の宣誓をしなければならない 第３１条 0

命令に従う義務 職員は法令に従い、かつ、上司の職務命令にしたがわなければならない 第３２条 0

信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけ、又は職の不名誉になるような行為をしてはならない 第３３条 0

秘密を守る義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様
とする 第３４条 0

職務に専念する義務 職員は勤務時間中、職務に注意力の全てを用い、職務にのみ専念しなければ
ならない 第３５条 0

政治行為の制限 職員は政党その他の政治的団体の結成に関与するなど、政治活動等をしては
ならない 第３６条 0

争議行為等の禁止 職員はいわゆるストライキ等をしてはならない 第３７条 0

営利企業等従事制限 職員は任命権者の許可なく、営利を目的とする私企業を営み、又は報酬を得
ていかなる事業にも従事してはならない 第３８条 0

合　　　計 0

７．勤務条件に関する措置の要求の状況
（平成 30 年 4月 1日～平成 31 年 3月 31 日）

継 続 件 数 措 置 要 求 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４６条の規定に基づく職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に
関する措置の要求

８．不利益処分に関する不服申立の状況
（平成 30 年 4月 1日～平成 31 年 3月 31 日）

継 続 件 数 不 服 申 立 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４９条の２第１項の規定に基づき、職員の懲戒その他その意に反する
不利益な処分に対する審査請求又は異議申立て
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育委員会教育長

Ａ組
Ｂ組
Ｃ組
Ｄ組

Ｅ組

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

双葉町生徒海外派遣事業双葉町生徒海外派遣事業

夢と希望のある「学び」へ

双葉町生徒海外派遣事業

「双葉郡中高生交流会「双葉郡中高生交流会　FUTABAFUTABA　1　DAYDAY　SUMMERSUMMER　SCHOOL」SCHOOL」

【小室哲哉と音を創ろう】小室哲哉さん（音楽家）
【笑いのチカラ】佐久間宣行さん（テレビ東京／テレビプロデューサー）
【ラブレターを書こう！】林真理子さん（作家）
【みんなのＤＡＮＣＥを始めよう】平手友梨奈さん（欅坂４６）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＆　ＴＡＫＡＨＩＲＯさん（プロダンサー）
【VTuber で " 変身 " しよう】前田裕二さん（SHOWROOM 株式会社代表取締役社長）

「双葉郡中高生交流会　FUTABA　1　DAY　SUMMER　SCHOOL」

　立秋が過ぎてからの日本列島は記録的な猛暑が続いたり、連続して台風が上陸したりと自然災害の猛威
に振り回された日々が続きました。全国各地で大きな被害に遭われた方々に、衷心よりお見舞いを申し上
げます。
　さて、町立学校では２学期も一カ月が過ぎ、計画されている学校行事に向けて、それぞれの準備が進ん
でおります。子どもたちの自己実現のため、各教科の授業の充実は言うまでもなく、貴重な体験活動を通
して「心の成長」が育成されるよう支援してまいりたいと思います。また、教育総務課としては、『ふた
ばスポーツフェスティバル２０１９』に向けて準備を進める一方、『第３２回双葉町総合美術展』の開催に
向け、双葉町芸術文化団体連絡協議会の横山久勝会長と詳細の確認をしながら進めているところです。生
涯学習関連では１０月の婦人学級開催日程も決まり充実した内容を拝見いたしました。学級委員長を中心
に楽しく有意義な活動、交流となることをご祈念申し上げます。

　７月３０日から８月５日までの７日間、ニュージーランドのオークランド、ハミルトンを基点に見聞を
広げてまいりました。高校生１人、中学生９人の計１０人の海外派遣団で体調を崩す生徒もなく、それぞ
れの感覚で文化（食文化）や生活の違いを肌で感じることができました。インターナショナルスクールで
は三日間、現地の生徒と一緒に授業やマオリ族の伝統文化に触れることができました。また、ホームス
テイも二日間、ホストファミリーと生活することで貴重な交流ができました。日本を離れて初めてわかる
「日本の良さ」であったり「コミュニケーション能力の重要性」について改めて感じ取ったようです。また、
課題学習として取り組んだ、オークランド博物館では、熱心にメモをとる姿が印象的でした。大きな成果
が得られたと感じております。団員の皆さんには、ぜひ、この海外派遣事業で得た事を今後の生き方に役
立たせ、「一期一会」、人との絆を大切に新しい双葉町の創生に関心を持ってほしいと思います。

　過日、「双葉郡中高生交流会 FUTABA 1 DAY SUMMER SCHOOL」が開催され、ふたばの教育復興応援
団の秋元康さんの夢の１日プロデュースが実現できました。「前例なき環境には前例なき教育を」のスロー
ガンを掲げて、各界の有志の方々がふたばの教育復興応援団を立ち上げてくださってから６年。妥協せず
に毎年前例のない素晴らしい機会を創ってくださる秋元康さんと、情熱を持って子どもたちと向き合って
くださる講師の先生方との貴重な出会いや体験が、これから生きていく上での大きな指針となったことと
思います。双葉中学校からも９人が参加しました。選択制参加型ワークショップの内容を紹介します。
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第第６回  市町村対抗福島県ソフトボール大会回  市町村対抗福島県ソフトボール大会第６回  市町村対抗福島県ソフトボール大会回  市町村対抗福島県ソフトボール大会第６回  市町村対抗福島県ソフトボール大会

選手の皆さんへ選手の皆さんへ

声援をよろしく声援をよろしく

お願いしますお願いします！

開 会 式：１０月１２日（土）　 ９：３０～
 相馬光陽ソフトボール場（相馬市）

◆

試　　合：１０月１３日（日）　　９：３０～
 同会場　Ｄ球場

◆

対戦相手：鮫川村◆

選手の皆さんへ

声援をよろしく

お願いします！

第７２回第７２回　福島県総合体育大会県民スポーツ相双地域大会福島県総合体育大会県民スポーツ相双地域大会

　第１試合では南相馬市と対戦、先制点を取得し
ホームランやランニングホームランを決めるなど
して初戦を突破しました。
　続く第２試合では相馬市と対戦し、時間切れの
時点で得点がリードしていた対戦相手の勝利とな
りましたが、Ａブロック準優勝という好成績をお
さめました。

　震災後初出場となったソフトテニスチー
ム。第１試合では富岡町と対戦。１ゲームを
先取しましたが、その後２ゲームを奪われま
した。第２試合では、南相馬市と対戦。３ゲー
ムストレートで勝利し、Ａブロックで準優勝
となりました。

第３位 準優勝

準優勝

Ａブロック

Ａブロック

壮年ソフトボール

ソフトテニス

９人制バレーボール

　第１試合で対戦した広野町との試合で２セット
先取し勝ち進んだバレーボールチーム。続く第２
試合では相馬市と対戦し、デュースが続く接戦の
末ゲームを落としましたが、３位決定戦で対戦し
た南相馬市との試合ではチームワークを発揮し見
事勝利。結果は第３位となりました。

　９月１日、相馬市と新地町の会場で、第７２回福島県総合体育大会県民スポーツ相双地域大会が
開催されました。全５競技中、双葉町の選手が出場した３競技について結果をお知らせいたします。

（会場　新地町総合体育館） （会場　相馬光陽ソフトボール場）

（会場　相馬市角田公園テニスコート）

第７２回第７２回　福島県総合体育大会県民スポーツ相双地域大会福島県総合体育大会県民スポーツ相双地域大会第７２回　福島県総合体育大会県民スポーツ相双地域大会
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自治会自治会 夏
祭
り
・
盆
踊
り

夏
祭
り
・
盆
踊
り

夏
祭
り
・
盆
踊
り

夏
祭
り
・
盆
踊
り

夏
祭
り
・
盆
踊
り
～ 

自
治
会
・
双
葉
町
伝
統
祭
り
継
承 

～

７月１８日（木）双萩会納涼会 （仙台市）

自治会

８月３日（土）

８月３日（土） 双葉町つくば自治会夏祭り （つくば市）

双葉町県中地区自治会盆踊り大会 （郡山市）

県北ふたば会夏祭り納涼祭 （福島市）７月１９日（金）
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双葉町伝統祭り継承双葉町伝統祭り継承

自治会自治会

８月１７日（土）

８月１０日（土） 夢ふたば人　復興公営住宅勿来酒井団地盆踊り （いわき市）

８月２４日（土） 双葉町埼玉自治会盆踊り大会 （加須市）

自治会

双葉町伝統祭り継承

いわき・まごころ双葉会による出店いわき・まごころ双葉会による出店いわき・まごころ双葉会による出店 友好町・京丹波町による出店（バザー）友好町・京丹波町による出店（バザー）

双葉町県南双樹会夏祭り盆踊り大会 （白河市）

友好町・京丹波町による出店（バザー）
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　双葉町では、令和２年度双葉町立ふたば幼稚園の入園児を募集します。多くの園児の姿が見
られることを心待ちにしております。

【提出および問い合わせ先】 教育委員会　教育総務課
〒974－8261 いわき市植田町中央１－１６－３　エムケービル２階

☎０２４６－８４－５２１０

３歳児 平成２８年４月２日～
平成２９年４月１日に生まれた幼児

４歳児 平成２７年４月２日～
平成２８年４月１日に生まれた幼児

５歳児 平成２６年４月２日～
平成２７年４月１日に生まれた幼児

福島県いわき市錦町御宝殿５６

① 入園料
② 授業料
③ その他：給食・教材費等

いずれも無償です。｝

１０月１日（火）～１０月３１日（木）　（８時３０分から１７時１５分まで）
１１月以降も随時入園申し込みを受付けます。

右表のとおり

※③については町により一部補助されます。
　 入園を希望される方は、問い合わせ先にご連絡ください。「入園申請書」をお送りしますので、記入・
押印のうえ提出をお願いします。申請書は、町公式ホームページからもダウンロードできます。

令和２年度令和２年度 ふたば幼稚園入園のご案内ふたば幼稚園入園のご案内

令和２年　双葉町成人式のお知らせ
令和２年１月３日（金）
受付 ……… １１時３０分 ～　　
記念撮影 … １２時４５分 ～　　
式典 ……… １３時１５分 ～　　

１. 日　時

いわきワシントンホテル　椿山荘
〒９７０－８０２６
福島県いわき市平字一町目１番地
☎０２４６－３５－３０００（代表）

２. 場　所

平成１１年４月２日
　～平成１２年４月１日生まれの方
（平成２３年３月１２日以降転出者も含む）

３. 対象者

○ 対象の方には、１０月中旬までに案内状を送
付いたします。

○ 希望される方は、いわきワシントンホテルの
美容室で和服の着付けも可能です。（詳細は
案内状とともにご連絡いたします）

○ 宿泊を希望する新成人には、宿泊費（限度額
あり）を補助いたします。

４. その他

ふたば幼稚園入園のご案内

入園資格◆
経 費◆

提出期間◆

所 在 地◆

【問い合わせ先】　教育委員会　教育総務課
☎ ０２４６－８４－５２１０

　成人式終了後、同級会を開催します。恩師の
先生方もお呼びする予定です。詳細については
案内状とともにご連絡します。

落合　美七海
西崎　竜介
板倉　優圭
渡辺　碩

服部　真和
谷本　純一

● 実行委員長 ……
● 副実行委員長 …
● 実行委員 ………

８／１７１７　いわき事務所において双葉町いわき事務所において双葉町
成人式実行委員会を開催しました成人式実行委員会を開催しました

令和２年度

８／１７　いわき事務所において双葉町
成人式実行委員会を開催しました
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【申し込み・問い合わせ先】
双葉ふれあいクラブ事務局
☎　 ０２４６－３８－３３２５
ＦＡＸ ０２４８－２１－６１８８

◇
◇ ◇

◇

実 施 日：
募集人数： 参 加 費：

申込締切：

・申し込みの際は、氏名・住所・生年月日・連絡先をお知らせください。
・歩ける服装で参加願います。また雨具の準備もお願いします。
・交通事情で時間の変動があります。

※交通事情により、バスの時間が変更になる可能性があります。

双葉ふれあいクラブ
からのお知らせ

１１月 9 日（土）小雨決行
４５人（大型バス利用） ５００円（保険代含む）

１１月１日（金） 

双葉町民トレッキング参加者募集双葉町民トレッキング参加者募集

行　程

双葉町民トレッキング参加者募集

ＪＲ植田駅前（いわき市）バス出発
ＪＲ郡山駅西口
開成山競技場駐車場（郡山体育館前）
道の駅猪苗代
せせらぎ探勝路入り口
（雄子沢登山口）
昼食（雄国沼休憩宿舎内）

雄国沼湿原へ出発
雄国沼休憩宿舎出発　登山口へ
雄子沢登山口
道の駅猪苗代
開成山競技場駐車場
ＪＲ郡山駅西口
ＪＲ植田駅前（いわき市）バス着

7:30
9:00
9:15
10:00
10:30

11:50

12:30
13:40
14:50
15:20
16:00
16:15
18:00

◇コ ー ス：せせらぎ探勝路（距離約３.３ｋｍ）
雄国沼湿原（１km）　全行程８.６km

～ 北塩原村雄国沼湿原～ 北塩原村雄国沼湿原　せせらぎ探勝路 ～せせらぎ探勝路 ～

◇昼　　食：各自持参（雄国沼休憩宿舎内）

【連絡先】
☎０９０－７０１７－２２２３
☎０９０－７５２９－４５０４

笹田　丞
渡邉　ゆかり （旧姓 : 箭内）

令和元年１１月２３日（土）
１３：００～（受付１２：３０～）

日　時 １０月３１日（木）までに下記連絡先へ
出欠報告をお願いいたします。

申　込

恩師の先生方もお呼びする予定です。その他

１０,０００円会　費

いわきワシントンホテル椿山荘
いわき市平字一町目１番地
☎０２４６－３５－３０００

場　所

双葉中学校（平成５年度）卒業生の皆さまへ（昭和５３年４月２日～昭和５４年４月１日生まれ）

同級会のお知らせ

【申し込み・問い合わせ先】
○谷　  尚之（三字）☎０９０－７０７２－０９５９
○齋藤  和子（三字）☎０８０－１８３９－５３３５
○佐藤  孝一（山田）☎０８０－５５７１－３６９４

東京ふれあい双葉会 秋の懇親会の開催
　東京ふれあい双葉会は、東京都内及び近隣の地域に
いる双葉町民の会です。
　１０月下旬から１１月上旬にかけて、懇親会を予定
しております。会員の皆さまには詳細を別途お送りし
ます。
　会員になっていない方でも気軽に参加していただけ
ますので、お問い合わせください。

～ 北塩原村雄国沼湿原　せせらぎ探勝路 ～
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交流会 ｉｎ 笠間　あづまってしゃべっぺー

時　間：１０時００分～
会　場：笠間陶芸の丘 クラフトヒルズ Kasama
　　　　（茨城県笠間市笠間２３８８－１）
会　費：４,０００円（陶芸代（送料別）※特別価格!! ／
　　　　　　　　　　昼食代ワンドリンク付）

「参加者名」「参加人数」「連絡先」「交通手段」
「陶芸体験参加の有無」をお知らせください

♪双葉郡以外のご友人の参加も大歓迎です♪

☎０２９－２３３－１３７０（担当　小野田）

※ 定員６０名になり次第、締め切らせていただ
きます。
※昼食予約のため、事前に申し込みください。
※ お子さんも参加の場合、年齢をお知らせくだ
さい。

日　　時 テ ー マ 会　　場

１０月１８日（金）
午後 1 時３０分～３時

ウォーキングでリフレッシュ
～ 正しい姿勢で効果的なウォーキング ～

開成山公園

令和元年１０月２５日（金）

一般社団法人 ふうあいねっと　宛

時　間：１３時００分～（１２時３０分受付開始）
会　場：味の店　はらだ
　　　　～ 笠間名産！ 栗料理が味わえるお店 ～
　　　　（茨城県笠間市笠間１５２９）
会　費：２,５００円（昼食代ワンドリンク付）
※お子さんは１,０００円でご参加いただけます

◆ 令和元年１１月１３日（水）
◆ 双葉郡内の住民を中心とした町を越えた交流　※ご希望の方は陶芸体験もできます

【問い合わせ先】　双葉町　郡山支所　保健チーム　☎０２４－９７３－８０９０

主　催：一般社団法人ふうあいねっと
共　催：浪江町復興支援員、大熊町復興支援員、富岡町復興支援員（順不同）

いきいき運動教室（ウォーキング教室）のご案内
　町では、町民の皆様に健康で生き生きとした生活を送っていただくため、「いきいき運動教室」を開催
します。皆さまのご参加をお待ちしております。
　なお、参加する際の注意事項がありますので、ご確認の上お申し込みください。

＊主治医の先生に運動をしても大丈夫か、確認をしてご参加ください。

＊午後１時３０分から開始します。その前に受付、健康チェックを済ませてください。

＊内容によっては、終了時間が午後３時を過ぎることもあります。

　あらかじめご了承ください。

＊会場まで、各自、直接お越しください

【参加される際の注意事項】

日時・内容

☆会場案内や詳細はタブレットに掲載いたします。必ずご確認ください。

午前・陶芸体験から参加の場合 申込方法

申込締切
午後・交流会から参加の場合

第２回  ふうあいねっと交流会回  ふうあいねっと交流会 双葉郡出身のみなさ～ん全員集合双葉郡出身のみなさ～ん全員集合！双葉郡出身のみなさ～ん全員集合！

１

２０名程度（５０～７０歳くらいまでの方）定　　員２

１０月１１日（金）までに下記へ申し込みください。申し込み３

動きやすい服装、運動靴 、水分 、タオルなど

歩数を計測できる万歩計か携帯電話等があれば持参ください。
持 ち 物４

第２回  ふうあいねっと交流会
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▼ 月に一度は自己触診・・・乳がんは自分で発見できる唯一のがんです。

▼ 乳がん検診を受けましょう・・・町では毎年検診を実施しています。

生理が終わって一週間後くらいが最適な日です。閉経後は毎月日付を決めましょう。　　　　
　 まず良く見ましょう。鏡の前で両手を上げ下げして、『色や形の左右差、皮膚のひきつれ・くぼみ、
乳首のただれや分泌物など』ありませんか？

　 次に良く触ってみましょう。腕を上げ、もう片方の手で外側からゆっくり滑らせるようになぞり
ます。指先をそろえて腋の下もなぞり、しこりがないかチェックしましょう。

　最後に仰向けに寝て同様にチェックします。
→自分でしこりや異常を見つけたら、乳腺専門医がいる乳腺外科の受診をお勧めします。

　

●

●

県内の方は検診バスによる集団検診と、クリニック等で受ける個別検診（避難者検診）、県外の方
は「結核予防会」からの健（検）診案内により受診できます。

早期発見をするために！あなたができること

　日本人女性で乳がんと診断されている人は９万人を超え、一生の間に乳がんになる確率は１１人に
１人と言われており、いまや女性がもっともなりやすいがんなのです。自分は大丈夫と思わず、女性
なら年齢を問わず誰でもかかる病気であることを忘れないでください。
　乳がんは、乳腺の中にできる悪性腫瘍です。放置すると血液やリンパ管に入って全身にめぐりさま
ざまな臓器へ転移する怖い病気です。
　しかし一方で、乳がんは早期発見・早期治療で９０％は治る病気です。乳がんから命を守るために
少しでも早く発見して治療を行うことがとても大切です。

　福島県立医科大学では、福島県の委託を受け、県民健康調査の一環として「妊産婦に関する調査」を行っ
ています。妊産婦の皆さまのこころや身体の健康状態を把握し、不安の軽減や必要なケアを提供するとと
もに、今後の福島県内の産科、周産期医療の充実へつなげていくことを目的として実施しています。令和
元年度調査対象の方は、下記の方になります。調査へのご協力をお願いいたします。
　なお、過去の調査結果は、福島県立医科大学放射線医学県民健康センターのホームページ「妊産婦に
関する調査」（http://fukushima-mimamori.jp/pregnant-survey/）に掲載しておりますのでご覧く
ださい。

対象となる①の方には福島県各市町村の母子健康手帳の交付資料に基づいて調査票をお送りします。
②の方へは、県内産科医療機関を通じ、本調査へご協力をお願いしています。また下記専用ダイヤル
へご連絡いただければ調査票をお送りいたします。

時　期：
対象者：

【令和元年度調査のご案内】

【問い合わせ先】 福島県立医科大学　放射線医学県民管理センター
妊産婦専用ダイヤル　☎０２４－５４９－５１８０（平日　９時 ～１７時）

妊産婦に関する調査について妊産婦に関する調査について県民健康調査

① 平成３０年８月１日から令和元年７月３１日までに福島県内の市町村から母
子健康手帳を交付された方
② 上記期間に福島県外で母子健康手帳を交付された方で、福島県で里帰り出産
された方

妊産婦に関する調査について

令和元年１１月頃

あなたの乳房は大丈夫ですか？あなたの乳房は大丈夫ですか？あなたの乳房は大丈夫ですか？

【問い合わせ先】　双葉町　いわき事務所　健康福祉課　健康づくり係　☎０２４６－８４－５２０５
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運動とは

なぜ運動が必要なのか

どのくらい運動したらいいの？

運動の効果

　運動とは「からだを動かすこと」です。そもそも人間は他の動物と同じように「動く仕組み」が体に
備わっています。しかし便利な世の中になるにつれ、運動する機会が激減しました。多くの人が運動不
足を感じており、運動した方が良いということは理解していても様々な理由（暑い・寒い・忙しい等）
により習慣化するのは難しいのが現状です。

　運動した方が良いことは何となくわかっていると思いますが、なぜ運動をしなくてはいけないので
しょうか。それには大きく２つの理由があります。

　人によって運動量は大きく違います。これから運動を始めるという方は、以下を参考に運動量を調節
してください。

　体調を崩し１週間ほど寝込んだ後は、疲
れやすかったり、以前のように動けないな
ど、体力や筋力、持久力が衰えていると感
じたことがあるかと思います。人間は持っ
ている機能を使わないと驚くようなスピー
ドでその機能は低下していきます。
　もし「歩く」動作をしなくなったら、多
くの筋肉が減少し、さらにバランス能力、
心肺機能が低下します。

　思いっきり走った後に、爽快感や
達成感でとても良い気分になった経
験がある方も多いのではないでしょ
うか。精神面にも様々な良い影響を
及ぼします。

２．筋力や身体機能の維持

２．精神的な効果

　食べ物から摂取したエネルギーと運動により消費
したエネルギーがバランスよく保たれていることが
健康のために良い状態です。しかし、食べる量は変
わらず、運動を行わないと摂取エネルギーが消費エ
ネルギーを上回り、使われなかったエネルギーは脂
肪として体に蓄えられていきます。この状態が繰り
返されると、脂肪が必要以上に蓄積し肥満となりま
す。そして肥満が原因で糖尿病、高血圧、脂質異常症
といった生活習慣病になるリスクが高くなります。

　運動効果は体の機能面によく現れますが、疾病に対しても
効果があります。

　普段２０００歩程度しか歩いてない人に対して
「１日１万歩 歩きましょう！」と目標を掲げて
も、達成するのは困難です。そこで日常生活の中で
「今より１０分多く体を動かしましょう」という指
針が厚生労働省より出されました。１０分多く動く
ということは歩数にすると１０００歩多く歩くとい
うことになります。

　また息がはずむような運動を３０分以
上、週２回行うことも提唱されています。
　ウォーキング・ランニング・サッカー・
野球・テニスなど、どのような運動でも構
いません。楽しく継続して行うことができ
る運動を見つけ習慣化していきましょう。

参考：厚生労働省「健康づくり活動指針2013」及び「健康づくりのためのからだ活動指針について」

１．生活習慣病の予防

１．からだ的な効果

１．今より１０００歩多く歩く！ ２．週２回 ３０分の運動

運動を習慣化しましょう！運動を習慣化しましょう！運動を習慣化しましょう！

・健康的な体型の維持
・体力、筋力の維持及び向上
・生活習慣病やメタボリックシンドロームの予防
・加齢に伴う生活機能低下の予防
・腰や膝の痛みの軽減
・ 心肺機能の向上により疲れにくくなる
・血行促進により肩こり、冷え症の改善

・認知症の予防　
・体調不良の軽減
・気分転換やストレス解消

【問い合わせ先】　双葉町　いわき事務所　健康福祉課　健康づくり係　☎０２４６－８４－５２０５
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１０月は「不正軽油撲滅強化月間」です
　県では、１０月を「不正軽油撲滅強化月間」と定め、関係団体と協力して、不正軽油の排除に取り組んでおります。

　この不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染や不法投棄の問題のほか、公正な市場競争の阻害、更には
暴力団等の資金源にもつながります。

　軽油に課税される軽油引取税を脱税する目的で、軽油に灯油や重油を混ぜるなどして製造される燃料、いわゆ
る「不正軽油」が正常な軽油と偽って販売、使用されている事例があります。

不正軽油の防止・撲滅には、県民の皆さまのご協力と情報提供が欠かせません。
不正軽油の情報提供につきましては、県庁税務課または最寄りの地方振興局県税部までご連絡ください。

【問い合わせ先】
電子メール　zeimu@pref.fukushima.lg.jp

県庁総務部税務課 ☎ ０２４－５２１－７２０５　　ＦＡＸ ０２４－５２１－７９０５

電子メール　souso.kenzei@pref.fukushima.lg.jp
相双地方振興局県税部 ☎ ０２４４－２６－１１２７　　ＦＡＸ０２４４－２６－１１２８

県からのお知らせ

「不正軽油を作らない・売らない・買わない・使わない。」

【問い合わせ先】 福島県立テクノアカデミー浜　　（ホームページ）http://www.tc-hama.ac. jp/
〒９７５－００３６　南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５－１１２ ☎０２４４－２６－１５５５

福島県立テクノアカデミー浜　令和２年度生を募集します
　南相馬市の県立テクノアカデミー浜では、専門技術・技能を身に付け、産業界で力強く活躍したい方を
募集するため、一般入学試験を下記により実施します。

１、試験日程 ３、募集対象科および定員

４、その他
２、場所

（１）出願期間：

（２）試　験　日：

（３）合格発表：

　福島県立テクノアカデミー浜
　　住  所：南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５－１１２
　　電  話：０２４４－２６－１５５５

令和元年１０月２８日（月）～
　　　　１１月　１日（金）正午必着
令和元年１１月　８日（金）
（試験科目　・筆記試験　・面接試験）
令和元年１１月１５日（金）

・ロボット・環境エネルギーシステム学科：
　定員２０名（令和２年度新設学科）
・機械技術科：定員１５名
・自動車整備科：定員２０名
・建築科：定員１５名
各科とも修業年数は２年間です。

募集要項の御請求等は、本校学生募集担
当まで

【問い合わせ先】　福島県後期高齢者医療広域連合　 ☎ ０２４－５２８－９０２４

　被保険者の皆さまの歯科健康保持及び疾病予防等のため、令和元年度は下記の内容で歯科健診を実施しています。

歯の健康は、口腔状態の悪化による歯周病予防や、噛む力の低下による誤えん性肺炎予防のために、とても重要です。

まだ受診されていない方は、この機会に歯科健診を受診しましょう。

後期高齢者医療保険では歯科口腔健康診査を実施しています

福島県後期高齢者医療の被保険者で、
昭和１８年４月２日から昭和１９年４
月１日までに生まれた方（前年度中
に７５歳に達した方）

対 象 者

問診、歯（義歯）、咬合、歯周組織、
嚥下の状態等

健診項目

無 料健診費用

令和元年１１月３０日（土）まで健診期間

① 対象歯科医院において実施していますので、詳しく
は５月下旬に各対象者へ配布された案内状をご覧く
ださい。

留意事項

②歯科健診が無料で受診できるのは１回となります。

③ 避難先で受診する際の医療機関等については、下記
お問い合わせ先までご連絡ください。

④ 長期入院されている方や介護施設へ入所されている
方は、対象とならない場合があります。
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◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

中間貯蔵施設の様子をバスでご覧いただく見学会を月１回実施しています。
１０月は、１０月２５日（金）を予定しています。見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報
センター（☎０２４０－２５－８３７７）までお願いします。

◇輸送状況について

◇中間貯蔵工事情報センターについて

※９月５日現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送状況は下記のとおりです。
 ・２０１９年度は、３３５,４９１㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は1,246,785㎥）

見学バスの様子
（２０１９年８月撮影）

見学会の様子
（２０１９年８月撮影）

企画展示 　「環境再生プラザ」では、各地域

で環境再生に向けて取り組んでいる

様々な活動を企画展示で紹介してい

ます。１０月１日から双葉町の過去、

現在、未来をパネルや映像等で紹介

する企画展示「双葉町のいまとこれ

から」を開催します。

開催期間 令和元年１０月１日（火）から令和２年１月３１日（金）まで
※令和元年９月１７日より一部先行展示

開館時間 午前１０時から午後５時

休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）、年末年始

入 館 料 無料

会　　場 環境再生プラザ（福島市栄町１－３１　１階）
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双葉町社会福祉協議会
～１０月健康運動教室、サロン開催のお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は
１１９番

スプレー缶の廃棄方法について

　発生した山火事の多くは「たき火」や
「たばこ」など、不注意によるものがほ
とんどです。
　火の取り扱いには十分注意しましょう。

※スプレー缶を廃棄するときは、ボンベを振って音がしないことを確かめる。
　（音がするときは、まだガスが残っているので使い切る）
※スプレー缶の場合は屋外の安全な場所で処理する。

◆ガス抜き作業について、以下の点に注意して作業を行いましょう。
１．残ったガスの排出は火気のない風通しの良い屋外で行う。
２．ガス抜きキャップでガスを抜いた後、専用器具で穴をあける。
３．釘や金づちは火花が発生して引火するおそれがあるので使わないようにする。

－カセットボンベを捨てる時の確認方法－
捨てる時は振って確認を！

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）
南東北総合卸センター　２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

毎週　木曜日
13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291県北保健福祉事務所　４階中会議室

（福島市御山町8－30）※上靴をご持参ください。
10月15日（火）

社協サロン、地域交流サロン
※参加を希望される方は昼食準備のため、事前申し込みをお願いします。

いわき市小名浜公民館　２階会議室
（いわき市小名浜愛宕上 7－2）

10月16日（水）

10:30 ～ 14:30

本部事務局
☎ 0246 －84 －6725

郡山市喜久田公民館　和室１
（郡山市喜久田町堀之内字下河原１）

10月21日（月）
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291
双葉町サポートセンターひだまり
（いわき市勿来町酒井青柳 14－5）

10月30日（水）
本部事務局

☎ 0246 －84 －6725

みんなで火の用心
タバコのポイ捨て禁止

（内容：健康体操、講話、相談、
　　　  生きがいづくり、交流等）
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【求職者向け】行くしかない!! 　合同就職面接会 in Ｊヴィレッジ

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

浜通り地域でお仕事を探している方必見!!
バラエティーあふれる職種が勢揃い！パート・正社員、働き方もいろいろ！
★応募書類キットのプレゼント　★証明写真の無料撮影あり！

【申し込み・問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号 みんゆうビル２０２号）
☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

ホームページ 働きたいネット 検索

１０月１８日（金）

９：１５～１７：１５

● 日　時 …　

１１月　８日（金）● 日　時 …　

１１月　７日（木） ９：１５～１７：１５
１０月２７日（日）

● 日　時 …　
● 締　切 …　

１０月２４日（木）● 締　切 …　

１０月２２日（火）～１０月２５日（金） １０月　８日（火）　【日 程】
● フォークリフト運転技能講習（４日間）

締　切 …

　就職活動についての悩みや不安を相談してみませんか？ひとりで悩まず、ご相談ください。
１０月３０日（水）　おひとり２０分程度
先着５名（要予約） １０月２９日（火）　

広野町公民館１階　研修室１　【日 程】
　【定 員】

　【会 場】
　【締 切】

　物流・測量・空撮など、ドローンに対する期待と関心は高く、需要も増えています。安全運航に関す
る法令及び操縦の基礎を学びませんか。

座学、実技、小テスト
ナショナルトレーニングセンター　Ｊヴィレッジ（双葉郡楢葉町山田岡美シ森８）

　【内 容】
　【会 場】

各２０名　【定 員】 ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ　ＤＲＯＮＥ　ＳＣＨＯＯＬ　【講 師】

１１月　１日（金）～１１月　６日（水）　【日 程】 １０月１７日（木）
● 小型移動式クレーン運転技能・玉掛け技能講習（６日間）

締　切 …

● 会　場 …  J ヴィレッジ 全天候型練習場（双葉郡楢葉町山田岡美シ森８）
１３：００ ～ １５：００（受付開始１２：３０～）

参加企業３８社
【参加無料・申込不要・
履歴書不要】

【個人申込型】建設機械運転技能講習

【求職者向け】就職相談

ドローン講習

※雇用保険受給者は求職活動実績になります。参加証明書を発行します。

《自動車運転免許証のコピー》お持ちでない方はお問合せください。各１０名　【定 員】 【添付書類】
南湖建設機械講習所（いわき講習センター：いわき市小名浜字宮下１２７－３）　【会 場】

● 共通事項　※受講料・テキスト代無料

※申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考し、選考結果は電話にてご連絡します。
雇用保険受給者で証明書が必要な方に、参加証明書を発行します。
「企業申込型」もあります。日程、会場についてはお問合せいただくか、ホームページをご覧ください。

※ 参加企業の詳細は、ホームページをご覧ください。

個人申込型

企業申込型

※雇用保険受給者で証明書が必要な方に参加証明書を発行します。
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敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

渡
わたなべ

辺茉
ま ひ な

日南 8 月　8 日 将智・有美子 下　条

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

黒木くみ子 ８５ 8 月　3 日 下長塚

　田　芳則 ７０ 8 月 13 日 長塚一

西崎　玲子 ８３ 8 月 16 日 下　条

相良さわ子 ８８ 8 月 22 日 鴻　草

稲垣ヤエ子 ８８ 8 月 26 日 寺　松

人のうごき８月分

【
文
芸
】

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ

広報紙の発送について広報紙の発送について

　避難先を移動された方は「避難住民届」を提出し
てください。

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１
部送付しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居
するようになった場合など、広報紙の発送に関する
ことは下記までご連絡ください。

　寄稿してくださる方には、原稿用

紙をお送りします。

　詳しくは下記までお問い合わせく

ださい。

 ● 掲載号：
 ● 文字数：
 ● 原稿締切：

※顔写真が１枚必要となります。

※ 移動先の届出がないと、町からの広報紙、各種通知など
の郵便物が届かなくなりますのでご注意ください。

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

【問い合わせ先】　
　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

避難先を移動された方へ

広報紙の発送について

子

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の

名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

（令和元年 8月31日現在） ・福島県内に避難されている方 4,066人
2,805人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。

短
歌
・
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省
せ
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ひ
孫
を
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い
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思
う
こ
と

ど
の
み
や
げ
よ
り　
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さ

る
喜
び

　
　

・
原
事
故
に　

追
わ
れ
て
八や

と

せ年　

逃
避
行

異
郷
の
地
に
て　

老
い
る
悲
し
さ

俳
句
・
補
聴
器
で　

リ
ン
リ
ン
リ
ン
の　

声
拾
う

　
　

・
芒

す
す
き

の
穂　

揺
れ
て
飛
立
つ　

赤
と
ん
ぼ

川
柳
・
元
気
元も

と　

梅
干
し
一
つ　

朝
茶
呑
む

令和２年１月号

３００字程度　

　 １１月２９日（金）

　 　（ネズミ）年生まれの　 　（ネズミ）年生まれの
皆さん、広報ふたばに新年皆さん、広報ふたばに新年
の抱負を掲載しませんかの抱負を掲載しませんか

子　 　（ネズミ）年生まれの
皆さん、広報ふたばに新年
の抱負を掲載しませんか

全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

日程：１０月２０日（日）：清掃デー（市内の全家庭周辺の清掃）

　いわき市では、毎年２回、市民の皆さまによる清掃活動を実施しております。
　いわき市に避難をされている皆さまにもお住まいの地区のいわき市民の方々と一体となった協働作業への積極
的な参加をお願いいたします。

　参加方法は「団体」での参加と「個人」での参加とで異なりますので、下記に問い合わせてください。

「秋のいわきのまちをきれいにする市民総ぐるみ運動」「秋のいわきのまちをきれいにする市民総ぐるみ運動」
の実施についての実施について
「秋のいわきのまちをきれいにする市民総ぐるみ運動」
の実施について（いわき市へ避難をされている皆さまへのお願い）

【問い合わせ先】　いわき市役所　生活環境部　ごみ減量推進課庶務係　☎０２４６－２２－７５５９
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課
☎ ０２４６－８４－５２０２

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

26広報ふたば 令和元年１０月



故
郷
の
恵
み
と
母
の
手
料
理

　

３
歳
ま
で
母
の
実
家
が
あ
る
岩
手
県
で
育
ち
、
そ

の
後
、
双
葉
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
双
葉
町
で
過
ご

し
ま
し
た
。大
学
進
学
を
経
て
社
会
に
出
て
か
ら
も
、

帰
省
し
た
と
き
に
は
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
母
の

手
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
父
と
双
葉
町
や
浪
江
町

で
造
ら
れ
た
地
酒
を
酌
み
交
わ
す
の
が
楽
し
み
で
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
、
必
ず
母
に
作
っ
て
も
ら
っ

た
の
が
、
色
々
な
具
材
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
「
茶
碗

蒸
し
」。
母
の
ぬ
く
も
り
溢
れ
る
ひ
と
品
で
し
た
。

両
親
と
故
郷
か
ら
賜
っ
た
「
天
職
」

　

双
葉
町
で
過
ご
し
た
昭
和
30
〜
40
年
代
、
ま
だ

モ
ノ
が
溢
れ
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

自
然
の
恵
み
は
豊
か
で
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
便

利
な
調
理
器
具
、
様
々
な
調
味
料
や
加
工
食
品
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
食
卓
に
並
ぶ
も
の
は
基
本

的
に
母
の
手
作
り
で
、
購
読
し
て
い
た
女
性
向
け

生
活
情
報
誌
の
料
理
記
事
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

当
時
と
し
て
は
「
ハ
イ
カ
ラ
」
で
あ
っ
た
チ
キ
ン

ラ
イ
ス
や
オ
ム
レ
ツ
な
ど
の
洋
食
を
作
っ
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

母
の
料
理
、
雑
誌
や
書
籍
等
か
ら
得
ら
れ
る
情

報
、
地
元
産
の
新
鮮
な
食
材
に
囲
ま
れ
て
育
つ
中
、

「
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
」
か
ら
始
ま
っ
た
料
理
へ
の

興
味
や
関
心
は
、
大
学
在
学
中
に
ア
ル
バ
イ
ト
先
の

書
店
で
料
理
書
を
読
み
漁
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
卒
業
し
て
か
ら
は
、
大
手
料
理
専
門
学
校

に
勤
務
し
、
長
年
、
食
品
開
発
や
企
画
広
報
業
務

に
携
わ
り
、
定
年
退
職
後
を
経
た
現
在
も
、
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
食
に
関
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。

故
郷
通
い
を
始
め
た
矢
先
に

　

平
成
22
年
に
母
が
体
調
を
崩
し
、
入
院
を
経
て

施
設
に
入
所
し
た
た
め
、
父
は
実
家
で
独
り
暮
ら

し
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
会
社
勤
め
の
傍
ら
、

週
末
に
な
る
と
双
葉
町
に
通
い
、
母
の
代
わ
り
に

台
所
に
立
ち
、
父
に
料
理
を
振
舞
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
も
う
母
の
手
料
理
を
食
べ
ら
れ
な
い

の
か
と
思
う
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
震
災
と
原
発
事
故
に
よ
り

避
難
し
た
両
親
を
引
き
取
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
期

を
見
送
り
ま
し
た
が
、
故
郷
・
双
葉
町
で
人
生
を
全

う
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
す
。

故
郷
の
記
憶
を
将
来
へ

　

母
へ
の
感
謝
と
郷
愁
の
念
を
込
め
、
双
葉
地
方

の
味
に
故
郷
の
思
い
出
を
織
り
交
ぜ
、「
伊
藤
さ

ん
家
の
母
の
味
」
と
題
し
た
一
冊
を
し
た
た
め
ま

し
た
。
そ
う
し
た
縁
も
あ
り
、
今
年
７
月
、「
集

ま
れ
！
ふ
た
ば
っ
子
」
で
、
双
葉
町
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
の
方
々
を
対
象
に
、
食
育
と
郷
土
料

理
の
話
を
中
心
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を

頂
戴
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
避
難
指
示
の
解
除
な
ど
が
進
み
、
新
た
な

地
域
の
姿
が
描
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う

が
、
微
力
な
が
ら
、「
食
」
と
い
う
視
点
で
、
故
郷

の
復
興
を
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●居住先●
　千葉県印西市

（新山）

伊藤  政彦さん

いとう          まさひこ
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家
業
の
お
か
げ
で
習
い
事
は
「
武
道
と
音
楽
」

　

両
親
が
接
骨
院
（
当
時
・
矢
口
接
骨
院
）
を
営

み
、
柔
道
整
復
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
私
と
兄
は
町
の
柔
道
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
音
楽
に
も
興
味
が

あ
り
、
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ギ
タ
ー
な
ど
の

楽
器
も
習
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
、「
武
道
と

音
楽
」
と
い
う
習
い
事
の
組
み
合
わ
せ
は
、
珍
し

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
音
楽
を
仕
事
に
」
を
目
指
す
中
で

　

楽
器
の
演
奏
を
習
う
中
、
ギ
タ
ー
に
傾
注
す
る

よ
う
に
な
り
、
将
来
、
音
楽
を
仕
事
に
し
た
い
と

い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
双
葉
高
校
を
卒
業
後
、

東
京
都
内
に
あ
る
音
楽
専
門
学
校
に
進
ん
で
、
ギ

タ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
芸
事
で
生
計
を
立
て
る
の
は
簡
単
で

は
な
く
、
学
校
で
一
定
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
卒

業
し
て
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
契
約
し
て
も
仕
事

を
得
る
の
は
難
し
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け
持
ち

し
な
が
ら
生
活
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
契
約

先
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
演
技
の
仕
事
を
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

話
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
体
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
に
通
い
ま
し
た
が
、
小

学
生
の
頃
に
取
り
組
ん
だ
柔
道
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、

ア
ク
シ
ョ
ン
の
練
習
に
も
抵
抗
無
く
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
比
較
的
早
い
段
階
で
、
演
技
で
も
一
定

の
評
価
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
の
縁
が
支
援
に
繋
が
る

　

震
災
直
後
、
当
時
生
活
し
て
い
た
東
京
・
高
田

馬
場
で
、
近
所
の
皆
さ
ん
に
よ
る
協
力
の
も
と
、

支
援
物
資
を
募
る
ビ
ラ
を
貼
ら
せ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
集
ま
っ
た
物
資
を
携
え
て
双
葉
町
民
が
多
い

避
難
所
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
専
門
学
校
生
の
頃
に
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
た
バ
イ
ク
便
な
ど
を
行
う
運
送
会
社
・

㈱
セ
ル
ー
ト
で
、
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
た
方
が

ビ
ラ
を
見
か
け
て
、
物
資
の
保
管
場
所
を
提
供
し

て
い
た
だ
く
な
ど
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
婚
そ
し
て
福
島
へ

　

平
成
24
年
に
結
婚
し
、
そ
の
後
も
東
京
で
仕
事

を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
い
わ
き
市
平
で
接
骨
院

（
が
ん
ば
る
接
骨
院
）
を
再
開
し
て
い
た
父
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
、
夫
婦
で
県
内
に
戻
り
ま
し
た
。
夫

は
全
く
の
未
経
験
者
で
し
た
が
、
東
京
、
郡
山
市

の
専
門
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
３
年
間
通
学
し
て
資
格

を
と
り
、
現
在
、
両
親
ら
と
共
に
施
術
に
携
わ
り
、

私
は
子
育
て
を
し
な
が
ら
事
務
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
指
示
が
続
く
中
、
双

葉
町
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
年
生

ま
れ
た
長
女
に
は
「
ふ
た
ば
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

　

い
わ
き
に
移
っ
て
以
降
、
仕
事
の
傍
ら
、
芸
事

の
経
験
を
生
か
し
て
、
町
民
有
志
主
催
の
盆
踊

り
で
笛
を
吹
い
た
り
、
町
敬
老
会
で
三
味
線
を

弾
く
な
ど
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
故
郷
へ
の
思
い

と
交
流
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●居住先●
　福島県いわき市

（下条）

髙嶋  裕美さん

たかしま             ゆみ

［旧姓：矢口］
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座
っ
て
い
る
の
が
苦
手

　

幼
い
頃
か
ら
、
勉
強
嫌
い
で
は
な
い
と
い
う
自

負
が
あ
る
一
方
、
長
時
間
座
っ
た
ま
ま
で
も
く
も

く
と
何
か
を
す
る
と
い
う
の
が
あ
ま
り
好
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
で
、
中
学
２
年
の
新
学

期
か
ら
加
須
市
立
騎
西
中
学
校
に
転
入
し
、
そ
の

後
、
高
校
受
験
を
迎
え
ま
し
た
が
、
黙
っ
て
机
に

向
か
う
の
で
は
な
く
、
理
論
と
技
術
に
つ
い
て
実
習

を
交
え
実
践
的
に
学
び
た
い
と
思
い
、
埼
玉
県
立

春
日
部
工
業
高
校
機
械
科
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、一
般
的
な
機
械
分
野
だ
け
で
な
く
、

マ
シ
ニ
ン
グ
、
鉄
道
や
自
動
車
な
ど
に
つ
い
て
幅

広
く
学
べ
、
資
格
取
得
や
、
中
学
校
へ
の
出
前
授

業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
交
流
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
る
な
ど
、
様
々
な
体
験
が
で
き
充
実
し
た
高

校
生
活
と
な
り
ま
し
た
。

自
動
車
整
備
士
の
道
へ

　

高
校
在
学
中
、
自
動
車
へ
の
興
味
が
大
き
く
な

り
、
卒
業
後
、
東
京
都
内
の
専
門
学
校
を
経
て
、

現
在
、
横
浜
市
内
に
あ
る
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

系
列
の
販
売
会
社
に
自
動
車
整
備
士
と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
は
、
自
動
車
整
備
と
い
え
ば
「
乗
用

車
」
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
が
、
勤
務
先
が

属
す
る
系
列
の
メ
ー
カ
ー
は
、
自
動
車
部
門
で
ト

ラ
ッ
ク
と
バ
ス
を
専
業
と
し
て
い
る
た
め
、
大
型

車
を
相
手
に
格
闘
す
る
毎
日
で
す
。

「
お
客
様
の
向
こ
う
」
に
も
「
お
客
様
」
が
い
る

　

近
年
、
自
動
車
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
や
軽
量
化

が
進
み
、
特
に
、
乗
用
車
は
部
品
の
小
型
化
で
複

雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
就
職
当
初
、
大
型
車
は
、

乗
用
車
と
違
っ
て
車
体
が
大
き
い
分
、
部
品
も
大

き
く
シ
ン
プ
ル
で
扱
い
や
す
い
の
で
は
と
思
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
は
、
そ
れ
と
は
違
っ
た
意
味
で

慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。　

ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
の
多
く
は
商
用
車
で
、

車
両
を
所
有
し
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様

の
向
こ
う
に
も
、
輸
送
を
依
頼
し
た
り
、
乗
車
さ

れ
る
「
お
客
様
」
が
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
で

は
、
車
両
と
い
う
「
機
械
」
を
相
手
に
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
「
向
こ
う
側
に
い
る
お

客
様
」
の
安
全
や
利
便
に
繋
が
る
こ
と
を
意
識
し

て
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

故
郷
へ
の
思
い
を
新
た
に

　

避
難
以
降
、
福
島
県
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、

直
接
的
に
双
葉
町
と
関
わ
る
機
会
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
昨
年
の
成
人
式
で
は
実
行
委
員
長
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
７
月
、
会
社

の
夏
季
休
暇
を
利
用
し
て
、
栃
木
県
那
須
町
で
行

わ
れ
た
「
集
ま
れ
！
ふ
た
ば
っ
子
２
０
１
９
ｉ
ｎ
那

須
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
同
じ
故
郷
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

を
通
し
て
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
故
郷
・
双
葉
町
、

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

●避難先●
　神奈川県横浜市

（山田）

柳澤  良樹さん

やなぎさわ　　よしき
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－ 
編
集
後
記 

－

９月１日に相馬市で行われた県民スポーツ相双
地域大会でソフトテニス競技に出場した、左か
ら佐藤葉月さん（三字）、加藤幸奈さん（長塚一）、
吉田さくらさん（下条）、黒澤綾乃さん（新山）
の笑顔です。

町立学校のＡＬＴ、アンソニー・バラード先生とフィリップ・ジェリーマン先生の写真館です。双葉
町の懐かしい写真などを展示しています。

アンソニー先生　【 双葉中学校　秋の遠足 】（２００９年撮影）

　

今
月
の
表
紙
は
、
９
月
８
日
に
富
岡
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
学
び
の
森

で
開
催
さ
れ
た
第
68
回
福
島
県
消
防
協
会
双
葉
支
部
幹
部
大
会
の
終
了
後

に
行
わ
れ
た
、
双
葉
町
消
防
団
の
放
水
訓
練
の
一
場
面
で
す
。
こ
の
日
は

台
風
15
号
の
影
響
で
暖
か
い
空
気
が
流
れ
込
み
、
残
暑
が
厳
し
い
中
行

わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
の
皆
さ
ん
は
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま

し
た
。

　

８
月
の
末
に
一
度
暑
さ
が
落
ち
着
い
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

９
月
に
入
り
厳
し
い
残
暑
が
続
き
、
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
過
ご
し
や

す
い
秋
ら
し
い
気
候
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
と
い
え
ば
、
ふ
た
ば
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
双
葉
町
総
合
美

術
展
・
町
民
作
品
展
、
町
立
学
校
の
栴せ

ん
だ
ん
さ
い

檀
祭
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
や
文

化
の
秋
を
堪
能
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
今
年
も
各
イ
ベ
ン
ト
に

取
材
で
う
か
が
い
、
皆
さ
ん
の
思
い
出
の
一
コ
マ
を
広
報
ふ
た
ば
に
お
さ

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

フィリップ先生　【 双葉北小学校　日時計 】
（2019年9月14日撮影）

30広報ふたば 令和元年１０月

ふたば写真館ふたば写真館 （ＡＬＴ … 外国語指導助手）（ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～ふたば写真館ふたば写真館ふたば写真館 （ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～


